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令和７年９月１日 

子 ど も ・ 若 者 部 

教育委員会事務局 

 

 

民設民営放課後児童クラブの整備・運営事業者の決定について 

 

 

１ 主旨 

 令和７年４月 23日の文教常任委員会及び同月 25日の子ども・若者施策推進特別委員

会にて報告した「区有地を活用した民設民営放課後児童クラブについて」に基づき民設

民営放課後児童クラブの整備運営事業者の公募を行ったところ、８事業者から応募があ

った。選定委員会での厳正なる審査結果を踏まえ、以下のとおり整備・運営事業者を決

定したので報告する。 

 

２ 採択した整備・運営事業者 

（１）名 称：社会福祉法人雲柱社 

（２）所 在 地：世田谷区上北沢三丁目８番 19号 

（３）代 表 者：理事長 小礒 満 

 

【参考】整備地の概要 

所在地 世田谷区給田四丁目 11番 26号 

敷地面積 約６７０㎡ 

現況 給田放置自転車等保管所 

予定定員 ８０名 

開設時期 令和９年４月 

優先受入校（※） 給田小学校 

   ※大規模化している新ＢＯＰ学童クラブを優先受入校として区が指定し、そこに通

う児童を定員の８割以上まで受け入れることを条件としている。 

 

３ 経過 

令和７年５月１３日  募集要項公表 

    ６月１３日  応募書類提出締切 

７月 １日～ ヒアリング審査、書類審査、現地調査 

８月１４日  選定委員会において整備・運営事業者を選定 

    ８月２１日  整備・運営事業者の決定 

 

４ 評価 

（１）基本方針 

  「放課後児童クラブ運営指針」、「世田谷区放課後児童健全育成事業の設備及び運営の

基準に関する条例」、「世田谷区放課後児童健全育成事業の運営方針」等を理解したう

えで、世田谷区において新たな民設民営放課後児童クラブを運営する意欲と熱意を有

するとともに、質の維持・向上ができる事業者であることを基本とし、主に次の点を

重視して選定を行う。 
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評価項目 評価内容 

事業者の 

理念 

放課後児童健全育成事業の理

念・公共性・公益性を持ち、社

会的責任を担っている事業者

であること。 

事業者から提出された資料及び法人の経営に携わる責任者、

事業所の運営にかかる責任者等とのヒアリング内容から、放

課後児童クラブとしての社会的責任や地域における役割に

関する考え方等について、評価・審査を行う。また、子ども

の権利条約や世田谷区子どもの権利条例を踏まえ、子どもの

最善の利益を考慮した理念や事業内容となっているかにつ

いても評価・審査を行う。 

事業の安定

性・継続性 

運営にあたっての安定性・継続

性が担保されていること。 

事業者の財務状況等について公認会計士による財務内容の

確認を行うことで、子どもや保護者が安心して支援を享受し

続けることができるかについて評価・審査を行う。 

運営管理 

体制 

職員や利用者、外部の意見を取

り入れるなど、開かれた運営が

なされていること。 

内部の意見のみによる運営ではなく、客観的な外部の意見等

を運営にフィードバックさせることや、現場からの意見が経

営層の判断に反映される仕組みづくりがなされているかど

うかについて評価・審査を行う。 

質の確保 「世田谷区放課後児童健全育

成事業の運営方針」や区の目標

を理解した上で、子どもの最善

の利益や子どもの成長と育ち

を尊重し、子どもの視点に立っ

た支援を実施しており、区の理

念や目標も理解していること。 

事業者が現に運営している事業所の現地調査を行うととも

に、日々の活動内容や支援方法などを把握できる資料によ

り、運営内容について評価・審査を行う。 

人 材 の 確

保・育成・

継続年数 

計画的な職員採用・人材育成に

より、質の高い職員が確保され

ていること。 

採用方法や異動に伴う既存事業所への影響を注視しながら、

提案事業所に配置を予定する職員の年齢・継続年数等のバラ

ンスについて評価・審査を行う。また、職員に対する処遇や

研修の状況から、能力を高めながら働き続けることのできる

環境の整備等についても評価・審査を行う。 

この他、「配慮を要する子どもへの支援」、「児童虐待等、特別な配慮を必要とする子ども

への支援」、「保護者との連携」、「地域資源開発・地域連携」「関係機関との連携等」等につ

いても評価・審査を行う。 

（２）審査方法 

  ① 第一次審査（ヒアリング審査） 

    法人の代表者及び施設長候補者等に対しヒアリングを実施した。 

  ② 第二次審査（書類審査、財務審査、現地調査） 

    応募書類に関する書類審査及び公認会計士による財務状況に関する審査、現地調

査を行った。 

③ 総合評価 

第一次及び第二次審査結果を基に、総合的な評価を行い、整備・運営事業者を選

定した。 
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５ 審査結果 

（１） 第一次審査（ヒアリング審査） 

順位 応募事業者 
評価点数 

※満点１１２ 
第二次審査 

１ 社会福祉法人雲柱社 ９８（８８％） 対象 

２ 事業者Ａ ９１（８１％） 対象 

３ 事業者Ｂ ８９．６（８０％） 対象 

４ 事業者Ｃ ８８．２（７９％）  

５ 事業者Ｄ ８６．８（７８％）  

６ 事業者Ｅ ７８．４（７０％）  

７ 事業者Ｆ ６３（５６％）  

８ 事業者Ｇ ４７．６（４３％）  

 

（２） 第二次審査（書類審査、財務審査、現地調査） 

順位 応募事業者 

書類審査 

評価点数 

満点１０８ 

現地調査 

評価点数 

満点１３２ 

総合評価点数 

満点３５２ 

※ヒアリング審査含む 

財務 

審査 

１ 社会福祉法人雲柱社 
９４．６ 

（８７．６％） 

１０７．４ 

（８１．４％） 

３００ 

（８５．２％） 
Ａ 

２ 事業者Ｂ 
８０．４ 

（７４．４％） 

１０２ 

（７７．３％） 

２７２ 

（７７．３％） 
Ａ 

３ 事業者Ａ 
８６．６ 

（８０．２％） 

９４．２ 

（７１．４％） 

２７１．８ 

（７７．２％） 
Ｂ 

※ 事業者の選定にあたっては、総合評価点数が満点の７割を超えることを基本とし、質

の確保や提案の実現性などを総合的に判断している。 

※ 財務審査の指標は以下のとおりであり、Ｃ以下の評価の場合は選定しない。 

Ａ：おおむね良好な法人と考えられる  Ｂ：ほぼ平均的な法人と考えられる 

Ｃ：改善を要する法人と考えられる   Ｄ：破綻状態にある法人と考えられる 

（３）総合評価 

 現在運営している施設では、施設内外の環境を活かして多様な遊びの機会を確保してお

り、子どもと職員の信頼関係もしっかりと築けていた。こうした中で、子どもたちが安心

してのびのびと過ごす様子が確認できたうえに、組織内で子どもの育ちに関する共通認識

を持った連携が十分に取れていることも高評価に繋がり、整備・運営事業者として採択す

るに至った。 

 

６ 選定委員会の構成  

  委 員 長 普光院 亜紀（保育園を考える親の会 顧問） 

  副委員長 齋藤 史夫 （東京家政学院大学 元准教授） 

  委  員 西  智子 （日本女子大学 元特任教授） 

委  員 松本 幸夫 （子ども・若者部長） 

委  員 渡部 健二郎（学校教育部地域学校連携課長） 
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７ 今後の予定 

  令和７年１０月以降 近隣住民説明会 

  令和９年 ４月   民設民営放課後児童クラブ開所 

 

【参考】給田小学校と区有地の位置関係（直線距離で約 300ｍ） 

 
 

【参考】整備地と放置自転車等保管所の位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備地 

給田小学校 

計画地 

約 670 ㎡ 

 

  

 

 

 

給田放置自転車等保管所 

約 885 ㎡ 
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【民設民営放課後児童クラブ 優先整備地域一覧】 令和７年８月時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「整備優先度マップ」はあくまで困窮している学区域を表現しており、民設民営放
課後児童クラブの整備誘導を図る場所については、当該小学校から概ね半径 800ｍ
圏内とする。ただし、「大規模化・狭隘化の解消への寄与度」「送迎の安全性」など
に懸念のある物件の場合、半径 800ｍ圏内でもお断りすることがあります。 

色 優先度 認められる整備手法 

赤 高 提案型・認可保育所活用型 

黄  提案型・認可保育所活用型 

緑  認可保育所活用型 

白 低 － 

参考資料 

令和８年４月開所予定 

定員１２名  

（福）水の会 

令和８年４月開所予定 

定員８０名  

（株）チャイルドビジョン 

令和９年４月開所予定 

定員８０名  

（福）雲柱社 


